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1. 平成29年3月期第2四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第2四半期 5,312 △10.5 291 △26.6 234 △44.0 166 △47.9
28年3月期第2四半期 5,937 4.3 396 24.3 418 25.9 320 5.9

（注）包括利益 29年3月期第2四半期 211百万円 （△34.8％） 28年3月期第2四半期 324百万円 （△14.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第2四半期 4.62 ―
28年3月期第2四半期 8.60 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第2四半期 14,279 9,507 66.6 263.30
28年3月期 14,224 9,422 66.2 260.93
（参考）自己資本 29年3月期第2四半期 9,507百万円 28年3月期 9,422百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 1.50 ― 3.50 5.00
29年3月期 ― 2.00
29年3月期（予想） ― 3.00 5.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,800 △3.9 640 1.2 590 △5.5 400 13.6 11.08



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期2Q 38,990,870 株 28年3月期 38,990,870 株
② 期末自己株式数 29年3月期2Q 2,879,769 株 28年3月期 2,879,129 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期2Q 36,111,410 株 28年3月期2Q 37,257,356 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策、日銀の金融政策の効果が下支えするなか

で、緩やかな回復基調で推移してまいりました。しかしながら、資源価格の下落、中国を始めとする新興国の景

気の減速、米国経済の動向、英国のＥＵ離脱の影響、円高の進行等により先行き不透明となっております。 

電線業界における銅電線出荷量は、自動車部門は堅調に推移しましたが、建設・電販、電気機械、通信、電力

部門は低調に推移したこともあり、全体では前年同期を下回る状況で推移してまいりました。 

そのような状況のもと、当社グループは、安定的な収益力の確保に向けて、新規分野、新規顧客へのアプロー

チ、新商品の市場投入、海外販売の加速、コスト削減等を進めてまいりました。 

売上高につきましては、電線・ケーブルセグメント、電極線セグメントは減少しました。この結果、前年同期

に比べ624百万円減の5,312百万円となりました。 

営業利益につきましては、主に売上高の減少などにより前年同期396百万円に対し291百万円の利益となりまし

た。経常利益は為替差損67百万円などにより前年同期418百万円に対し234百万円の利益となりました。親会社株

主に帰属する四半期純利益は前年同期320百万円に対し166百万円の利益となりました。 

 

セグメントの業績につきましては、以下のとおりであります。 

[電線・ケーブル] 

売上高につきましては、ワイヤーハーネスやフレキシブル基板は前年同期と比べ横ばいで推移しましたが、機

器用電線は工作機械などの市場が低調に推移したこともあり前年同期に比べ減少しました。また、通信用ケーブ

ルや光ケーブルが需要減により減少し、電線・ケーブルセグメントにおいては、前年同期に比べ443百万円減の

4,182百万円となりました。 

営業利益につきましては、銅価格が下落したことにより仕入価格は下がりましたが、売上高の減少や新商品対

応のための設備投資の増加により償却費が増えたこともあり前年同期311百万円に対し180百万円の利益となりま

した。 

[電極線] 

売上高につきましては、採算性の低い海外向け商品の販売戦略の見直しや銅・亜鉛価格の下落、円高の影響も

あり前年同期に比べ177百万円減の943百万円となりました。 

営業利益につきましては、販売戦略の見直しによる利益改善の効果、コスト削減の効果、また、銅・亜鉛価格

の下落による仕入価格の低下がありましたが、円高により販売価格が下がったこともあり前年同期18百万円に対

し24百万円の利益にとどまりました。 

[不動産賃貸] 

売上高につきましては、186百万円となりました。 

営業利益につきましては、修繕費が減少したことなどにより前年同期66百万円に対し86百万円の利益となりま

した。 

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況 

総資産は14,279百万円となり、前連結会計年度末に比べ55百万円増加しました。 

流動資産は8,742百万円となり、前連結会計年度末に比べ41百万円増加しました。これは、受取手形及び売掛

金、たな卸資産は減少しましたが、現金及び預金等が増加したためであります。 

固定資産は5,537百万円となり、前連結会計年度末に比べ14百万円増加しました。これは、投資その他の資産

は減少しましたが、有形固定資産が増加したためであります。 

負債合計は4,771百万円となり、前連結会計年度末に比べ30百万円減少しました。 

流動負債は2,803百万円となり、前連結会計年度末に比べ2百万円減少しました。 

固定負債は1,967百万円となり、前連結会計年度末に比べ27百万円減少しました。これは主に、退職給付に係

る負債が減少したためであります。 

純資産合計は9,507百万円となり、前連結会計年度末に比べ85百万円増加しました。これは主に、利益剰余金

やその他の包括利益累計額が増加したためであります。 

自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.4ポイント増加し66.6％となりました。 
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②キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは432百万円の収入となりました。これは、法人税等の支払いによる支出

はありましたが、税金等調整前四半期純利益や減価償却費等の増加要因が上回ったためであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは109百万円の支出となりました。これは、有価証券の減少等による収入

はありましたが、有形固定資産の取得による支出が上回ったためであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは125百万円の支出となりました。これは主に、配当金の支払いによるも

のであります。 

その結果、現金及び現金同等物は当第２四半期連結累計期間に168百万円増加し3,695百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年７月27日の「平成29年３月期第１四半期決算短信」で公表いたしました平成29年３月期通期の連結業

績予想値を修正しております。詳細は本日公表の「平成29年３月期通期連結業績予想値の修正に関するお知ら

せ」をご参照下さい。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,176,938 3,245,264 

受取手形及び売掛金 2,890,462 2,870,627 

有価証券 1,000,935 1,000,336 

商品及び製品 655,471 656,556 

仕掛品 515,769 495,018 

原材料及び貯蔵品 226,633 217,276 

その他 235,622 257,843 

貸倒引当金 △900 △849 

流動資産合計 8,700,935 8,742,074 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,362,304 2,311,600 

土地 1,458,193 1,458,193 

その他（純額） 529,601 612,171 

有形固定資産合計 4,350,100 4,381,966 

無形固定資産 20,838 18,602 

投資その他の資産    

その他 1,156,643 1,141,080 

貸倒引当金 △4,113 △4,113 

投資その他の資産合計 1,152,529 1,136,966 

固定資産合計 5,523,468 5,537,534 

資産合計 14,224,403 14,279,609 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,548,640 1,563,584 

短期借入金 190,000 190,000 

未払法人税等 180,486 117,388 

その他 887,312 932,747 

流動負債合計 2,806,439 2,803,719 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,704,203 1,675,257 

その他 291,158 292,644 

固定負債合計 1,995,362 1,967,902 

負債合計 4,801,801 4,771,622 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,304,793 4,304,793 

資本剰余金 3,101,531 3,101,531 

利益剰余金 2,838,113 2,878,680 

自己株式 △808,428 △808,562 

株主資本合計 9,436,009 9,476,442 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 212,821 201,084 

為替換算調整勘定 18,658 29,862 

退職給付に係る調整累計額 △244,887 △199,402 

その他の包括利益累計額合計 △13,408 31,544 

純資産合計 9,422,601 9,507,987 

負債純資産合計 14,224,403 14,279,609 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 5,937,267 5,312,315 

売上原価 4,506,265 3,970,899 

売上総利益 1,431,002 1,341,415 

販売費及び一般管理費    

給料手当及び福利費 564,160 567,577 

退職給付費用 35,775 41,985 

貸倒引当金繰入額 36 － 

その他 434,477 440,687 

販売費及び一般管理費合計 1,034,450 1,050,250 

営業利益 396,551 291,165 

営業外収益    

受取利息 960 859 

受取配当金 9,260 9,661 

為替差益 8,282 － 

貸倒引当金戻入額 － 50 

その他 4,803 1,943 

営業外収益合計 23,306 12,513 

営業外費用    

支払利息 1,684 1,517 

為替差損 － 67,544 

その他 91 282 

営業外費用合計 1,776 69,344 

経常利益 418,082 234,335 

特別損失    

固定資産処分損 188 181 

特別損失合計 188 181 

税金等調整前四半期純利益 417,894 234,153 

法人税、住民税及び事業税 118,793 88,925 

法人税等調整額 △21,129 △21,728 

法人税等合計 97,663 67,196 

四半期純利益 320,230 166,957 

親会社株主に帰属する四半期純利益 320,230 166,957 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 320,230 166,957 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △29,763 △11,736 

為替換算調整勘定 903 11,204 

退職給付に係る調整額 33,598 45,485 

その他の包括利益合計 4,738 44,952 

四半期包括利益 324,969 211,910 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 324,969 211,910 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 417,894 234,153 

減価償却費 177,823 205,423 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 25,240 36,784 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 415 △50 

売上債権の増減額（△は増加） 237,482 18,184 

たな卸資産の増減額（△は増加） △116,396 27,403 

仕入債務の増減額（△は減少） △177,238 13,764 

その他 △30,258 51,113 

小計 534,961 586,777 

利息及び配当金の受取額 10,225 10,700 

利息の支払額 △2,374 △2,200 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △39,785 △162,409 

営業活動によるキャッシュ・フロー 503,027 432,868 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の純増減額（△は増加） － 100,622 

有形固定資産の取得による支出 △150,102 △209,558 

無形固定資産の取得による支出 △212 △486 

その他 1,400 137 

投資活動によるキャッシュ・フロー △148,914 △109,285 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の純増減額（△は増加） △505 △134 

配当金の支払額 △221,804 △125,506 

財務活動によるキャッシュ・フロー △222,310 △125,640 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,020 △29,593 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 132,823 168,349 

現金及び現金同等物の期首残高 3,262,399 3,526,910 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,395,223 3,695,259 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  電線・ケーブル 電極線 不動産賃貸 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 4,625,488 1,121,046 190,732 5,937,267 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 

計 4,625,488 1,121,046 190,732 5,937,267 

セグメント利益 311,134 18,588 66,828 396,551 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  電線・ケーブル 電極線 不動産賃貸 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 4,182,042 943,279 186,993 5,312,315 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 

計 4,182,042 943,279 186,993 5,312,315 

セグメント利益 180,289 24,272 86,603 291,165 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償

却方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構

築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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